










氏 名       小田切 夕子   
学 位 の 種 類   博  士（図書館情報学） 
学 位 記 番 号   博 乙 第 2845 号 
学位授与年月日   平成 29年 9月 25日 
学位授与の要件   学位規則第４条第２項該当 
審 査 研 究 科   図書館情報メディア研究科     
学位論文題目    テキスト解釈の視点に基づく適合性判定の分析： 
 文章理解理論と関連性理論を用いて 
 
主  査  筑波大学   教授  博士（工学）      歳森 敦 
副  査  筑波大学   教授  博士（図書館情報学）  緑川 信之 
副  査  筑波大学   教授  博士（学術）      中山 伸一 
副  査  筑波大学   准教授 博士（工学）      宇陀 則彦 
副  査  慶應義塾大学 教授  博士（図書館・情報学） 岸田 和明 
 





適合性判定における推論の関与は、Harter (1992)や Saracevic (1996, 2007)によって指摘されてい
るが、判定における推論に関する実証的研究はこれまでなかった。著者は、判定基準そのものについ








解に関する研究によるものであり、Van Dijk and Kintsch (1983)や Kintsch (1994)によってその理
論的基礎が示された文章理解理論 (Text Comprehension Theory)で、後者は Sperber and Wilson 







本論文は 7 章から構成される。第 1 章は研究の背景と目的、その目的を達成するために設定した
課題を提示し、第 2 章では先行研究をレビューしている。第 3 章と第 4 章では適合性判定において
文章理解理論と関連性理論のそれぞれをどのように適用し、分析を行うべきかについての理論的検
討を行うとともに、プロトコル分析を適用した具体的な分析手順を提示した。 
第 5 章は文章理解理論からのアプローチによる実験 1 の方法と結果を示した。実験 1 では、学部



































































平成 29年 7月 13日、図書館情報メディア研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出
席のもと、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。引き続き、
「図書館情報メディア研究科博士後期課程（論文博士）の学位論文審査に関する内規」第 23項第 3
号に基づく学力の確認を行い、審議の結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
 
【結論】 
よって、本学位論文の著者は博士（図書館情報学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認
められる。 
 
